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Looking Back on Our Research for 40 Years

Toshio NISHIYAMA

私は，昭和 50年 4月に（株）資生堂に入社し平成 15
年 9月に特別退職するまでの 28年半，工場では化粧品
製造，研究所では経皮吸収，発毛育毛研究，皮膚老化研
究ならびに細胞外マトリックス研究を行ってきました。
さらに，「コラーゲン」研究ネットワークの関係で大学
に異動し，平成 15年 10月からの 12年半を東京農工大
学農学部附属硬蛋白質利用研究施設の教授として細胞外
マトリックスの研究教育に携わり，平成 28年 3月末日
に東京農工大学を定年退職いたしました。今回編集委員
の方から，産学の立場で研究してきたことを「これまで
の研究を振り返って」という内容で寄稿しなさいとのお
勧めをいただきました。私の個人的な回顧録になってし
まいますが，約 40年にわたる研究生活を振り返ってみ
たいと思います。

1.　化粧品の製造技術（1975–1976年）

資生堂入社後，最初は工場配属となりメイクアップ製
品の製造過程の技術的サポートを行っていました。この
とき，幸いにもステックアイシャドウ 2色の処方作成を
任され，資生堂在職 28年半で私が処方した唯一の製品
となりました。同世代の皆様はご存じと思いますが，
「ゆれる，まなざし」のキャッチフレーズで，小椋　佳
さんが CMソングを歌って大ヒットした（？）商品で
す。自分が処方した製品が，商品として世の中に出ると
いう喜びを感じたときでした。

2.　経皮吸収，発毛育毛研究（1977–1981年）

工場での経験とは全く関係なく，研究所の基礎研究部
門に転勤となりましたが，当時「たかが化粧品」という
言葉が表すように，現在のように科学的にさまざまなエ
ビデンスが実証されている状況ではありませんでした。
資生堂でも必然的な流れとして，「化粧品の安全性」と
「化粧品の有用性，有効性」に関して皮膚科学的なアプ
ローチから学術的に質の高い基礎研究を推進していこう
という機運が芽生えてきていました。しかしながら，私
が合成化学の出身のように化学系の研究員は多かったの

ですが，生物系や医薬学系の研究をバックグラウンドに
持つ研究員は少なく，皮膚に関して生物科学や医科学的
な観点で何から手を付けていけばよいのか暗中模索と
いった状態でした。
研究所に異動したものの何をどのように実験していけ
ばよいのかもわからない状態で研究を進め始めました。
まず化学的な興味から化粧品原料が皮膚内でどのような
動態を示すのかということを研究対象として動物皮膚を
用いて，安定型ビタミン Cや界面活性剤の皮膚浸透，
皮膚内代謝を検討し，表皮内での代謝や真皮への浸透な
ど化粧品成分が皮膚内で動的に変化していることを実験
的に知ることができました。その後，発毛育毛研究を行
うことになり，1980年ごろからマイアミ大学医学部皮
膚科の安達健二教授との共同研究を進め，男性ホルモン
の作用や 5α-リダクターゼとその阻害剤に関する研究を
開始しました。これらの研究成果は，1982年に「薬用
不老林」という商品に結び付きました。

3.　皮膚機能とコラーゲン（1982–1990年）

1980年当初から資生堂とフランスの製薬会社ピエー
ル・ファーブル社との連携が始まり，皮膚を対象とした
共同研究を行うことになりました。両社から研究員を出
し，ベルギー国リエージュ大学医学部皮膚科の Lapiere
教授のもとで「皮膚老化研究」を行うため，1982年 9
月から派遣されることになりました。このときは，この
判断が私の研究者人生を決定づけるとは思ってもいませ
んでした。Lapiere教授は，コラゲナーゼ発見者の一人
で（1962年），コラーゲン研究では皮膚科領域の第一人
者でした。1984年 11月までの 2年余り，皮膚老化研究
のターゲットとして，当時発見され始めていた細胞増殖
因子と皮膚老化との研究に携わることになりました。こ
の研究を進めたことで老化に伴う線維芽細胞の上皮増殖
因子（EGF）応答性の低下とそれを変動するサイコエキ
スやルスカスエキスの成分を見いだすことができまし
た。Lapiere研究室で最も興味深かったのが，線維芽細
胞をコラーゲンゲル内で培養する 3次元培養系で，生体
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